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山部会の活動進捗報告 

 

1. ⼭部会の⽬標とテーマ 
山部会の 3ヶ年（平成 25～27 年度）の活動テーマを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2. 今年度の活動実績 

活動内容 日時 場所 

第 24 回ＷＧ 

（豊田）17名参加 

5 月 15 日（金）～ 

16 日（土） 

13:30-17:00 

・豊田市森林組合新庁舎 第２第３会議室 ほか 

第 25 回ＷＧ 

（根羽）13名参加 

6 月 11 日（木） 

13:30-16:30 

・根羽村老人福祉施設しゃくなげホール 

第 26 回ＷＧ 

（恵那）13名参加 

7 月 24 日（金）～ 

25 日（土） 

13:00-16:00 

・奥矢作レクリエーションセンター（大会議室）ほか 

第 27 回ＷＧ 

（岡崎）16名参加 

8 月 21 日（金） 

14:00-17:30 

・岡崎市ぬかた会館（２階２～３会議室） 

第 28 回山海合同ＷＧ 

（東幡豆）28 名参加 

9 月 25 日（金）～ 

26 日（土）13:00- 

・東幡豆漁業組合（会議室） ほか 

第 29 回ＷＧ 

（岡崎）28名参加 

10 月 16 日（金）～ 

17 日（土）14:00- 

・岡崎市ぬかた会館（２階２～３会議室）ほか 

第 30 回ＷＧ 

（恵那）19名参加 

11 月 27 日（金） 

14:00-17:10 

・上矢作林業センター（大会議室） 

第 31 回ＷＧ 

（豊田）18名参加 

12 月 21 日（金） 

13:00-16:00 

・豊田市職員会館 2F 第１会議室 

第 7回地域部会 

（根羽）25名参加 

1 月 15 日（金）～ 

16 日（土）14:00- 

・根羽村老人福祉施設しゃくなげホール ほか 

※参加人数は事務局含む

（3ヶ年の目標） 

●ＷＧの中で山村再生担い手づくり事例集の作成を行い、作成を通じて得られた人のつながりを 

活かした山村再生に向けた活動を山部会構成メンバーが行っていく 

●ＷＧの中で森づくりガイドラインの策定とモデル林によるモニタリングの試行的実施を行う 

●ＷＧの中で、木づかいガイドラインの策定を行い、ガイドラインを活用した木づかいの取組み

を山部会構成メンバーで実行 

＜テーマ＞ ＜解決手法＞ 

山村再生担い手づくり事例集 

木づかいガイドライン 

森林の適切な管理は山村再生が重要。先ずは人づくりに取り組む。 

流域圏として統一性のある森林管理を行うためのガイドラインを作る。 

矢作川の森の恵みが中下流・海まで届くガイドラインを作る。 

森づくりガイドライン 

山村ミーティング 山村再生を支援する取組みへの参加・情報共有を行う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 余 白 ） 
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3. 各テーマの活動進捗 

テ
ー
マ 

内容 活動日程・概要 進捗 

山
村
再
生
担
い
手
づ
く
り
事
例
集 

森林の適切な管理は山村の

再生が重要。そのため、先

ずは人づくりに取り組む。 

・ 第 24 回 WG 

⇒過年度の成果と今年度の予定 

・ 第 25 回 WG～第 27 回 WG 

⇒流域マップの作成確認と取材先の検討 

・ 第 28 回 WG 

⇒取材先の決定共有・取材者の募集 

・ 第 29 回 WG 

⇒取材先と取材者の決定共有 

・ 第 30 回 WG～第 31 回 WG 

⇒進捗報告 

・取材先として、山・海の生業だけでなく、文化的な担い手（例 日近太鼓等）も対象に広げた。 

・過年度に続き山・川・海の部会員が連携し、取材や執筆活動を行った。 

・今年度は平成 25 年度、平成 26 年度に続く山村再生担い手づくり事例集(vol.3)を成果とする。 

・取材先（3ヶ年分）の活動拠点について、山村再生担い手づくり事例集マップ（仮）として、活動拠点を地図上に示した。

・大学の講義（体験実習）に山村再生担い手づくり事例集が活用されたこと等、成果の活用事例が報告された。 

 

山
村
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

山村再生を支援する取組み

への参加・情報共有を行う。 

・ 第 24 回 WG 

⇒イベントの対象について確認 

・ 第 25 回 WG～第 31 回 WG 

⇒山川海の流域フェスティバルの目的、素人山主とプロの誘い方等

課題を共有 

・北海道中川町のきこり祭り等、目標とするイベントの事例が紹介された。 

・きこり祭り（林業従事者やボランティア）に対象を絞るのは、矢作川流域圏の規模が大きいことや関係者間の価値観の違

い等から、難しいことが話し合われた。 

・山・川・海の WG を越えた流域のイベントを行ってはどうかという意見が出された。 

・新たなイベントの具体的な開催時期や開催内容は、今後の WG で検討する予定である。 

森
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

流域圏として統一性のある

森林管理を行うためのガイ

ドラインを作る。 

・ 第 24 回 WG 

⇒豊田市の森づくりの事例 

・ 第 25 回 WG～26 回 WG 

⇒流域の森づくりに関する事例収集、近自然森づくりの情報共有 

・ 第 27 回 WG～第 28 回 WG 

⇒岡崎市・流域の森づくりの事例 

・ 第 29 回 WG～31 回 WG 

⇒流域の間伐面積と森づくりに関する事例紹介 

・豊田市における森づくりに関する新規事業を市の担当者より報告され、意見交換を行った。 

・岡崎市における水循環推進協議会「緑のダム部会」の先進事例が周知され、意見交換を行った。 

・矢作川流域圏の森づくりや間伐の実績について、情報収集と意見交換を行った。 

・額田木の駅の稼働状況について情報共有を行った。 

・矢作川流域の特徴的な森林および巨木・並木について、WG で選定をおこなっている。 

・近自然森づくりについて、荒山林業を視察し、矢作川流域圏への展開を検討した。 

木
づ
か
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

矢作川の森の恵みが中下

流・海まで届くガイドライ

ンを作る。 

・ 第 24 回 WG 

⇒昨年度の成果と今年度の予定 

・ 第 25 回 WG 

⇒木のある暮らしを推奨するための「動く木のおもちゃ 23 種」と「流

域ものさし」の紹介と活用についての意見交換 

・ 第 26 回 WG～30 回 WG 

⇒根羽村森林組合が主となって行う木づかいライブ・スギダラキャ

ラバンにおける意見交換 

・木づかいガイドラインは、根羽村森林組合がまとめ役となり情報収集が行われた。 

・木づかいライブ・スギダラキャラバンは名古屋市、安城市、豊田市等の啓発活動において、市民に好評を得たことが周知

された。特に、安城市では今後、市内の公民館 11 箇所をカーボンオフセットを活用して巡回する予定である。また、豊田

市で実施された「あそべるとよた DAYS」においては、プレイスメイキングの効果が実証された。 

・流域ものさし、どこでもシリーズについては、WG の意見を聞きながら木材の確保、製作を進めている。 

・小学生が自転車で源流から河口を走破した記録が報告され、流域の次の担い手（主に小学生）を対象としたイベントを検

討している。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 余 白 ） 

 



 

 

 

5 

 

 

1.1 ⼭村再⽣担い⼿づくり事例集 

(1) 今年度の活動より分かったこと 
①取材対象の拡大 

◆今年度は、平成 25 年度、26 年度の手法（主に農村や海の担い手を対象とする）に加え天下杉、農

村舞台アートプロジェクト、あすけ聞き書き隊といった文化的な担い手も対象とし、それらを含む

合計 22 団体を取材した。 
 

〈長野県〉：2団体 

 ・飯伊森林組合平谷事業所（平谷村） ・天下杉（根羽村） 

〈岐阜県〉：1団体 

 ・夕立山森林塾（恵那市山岡町） 

〈愛知県〉：19 団体 

 ・野外保育園とよた森のようちえん 森のたまご（旧豊田市） ・農村舞台アートプロジェクト（旧豊田市） 

・稲武山里体験推進協議会（どんぐり工房）（豊田市稲武地区） ・ファーストハンド（豊田市稲武地区） 

・老人福祉センターぬくもりの里（豊田市旭地区） ・有間竹林愛護会（豊田市旭地区）  

・あさひ森の健康診断（豊田市旭地区） ・あさひ薪づくり研究会（豊田市旭地区） 

・おいでん・さんそんセンター（豊田市足助地区） ・あすけ聞き書き隊（豊田市足助地区）  

・山里センチメンツ（豊田市足助地区） ・しもやま再来るプロジェクト（豊田市下山地区）  

・コレカラ商店（豊田市小原地区） ・岡森フォレスターズ（岡崎市額田地区） 

・鳥川ホテル保存会（岡崎市額田地区） ・額田木の駅プロジェクト（岡崎市額田地区）  

・日近太鼓（岡崎市額田地区） ・蒲郡市漁場環境保全協議会（蒲郡市） ・島を美しくする会（西尾市） 

 

 

◆文化的な団体は、それ自体が生業ではないが、地域の活性化・住民のモチベーションの向上にとっ

て重要な役割を担っていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
天下杉による福祉施設での慰問の様子（下伊那郡売木村）    日近太鼓が主催する太鼓ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙの様子（岡崎市桜形町） 

 

②活動の成果 
◆過去の取材者が取材先になる等、事例集に関わる人の繋がりがさらに深まった。 

◆大学の講義（体験実習）に山村担い手づくり事例集が活用された。 

◆3 ヶ年に及ぶ山村再生担い手づくり事例集（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ）の活動拠点について、マップの作成を行

った（次頁参照）。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 余 白 ） 



 

 

 

 

 

 

 
 

図 山村再生担い手づくり事例集マップ（仮称）の作成状況 
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（ 余 白 ） 
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(2) 今年度の活動⽅針に対する進捗状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 今後の課題 
○山村再生担い手づくり事例集の活用や市民への普及 

○山村再生担い手づくり事例集の効果の検証 

 

 

【活動方針】 

2013、2014 年度に引き続き、事例集の作成を行う。川や海の活動団体も取材対象とする。

3ヶ年の取材団体を地域や活動の種類によって検索し、取材内容を閲覧することができる地

図を作成し、ホームページに掲載する。 

≪進捗状況≫ 

今年度は新たに 22 団体の取材先が選定された。山以外の活動団体を取材対象とすること

に加え、和太鼓や慰問活動といった文化的役割をもつ団体も取材対象に加えた。現在、事例

集Ⅲの印刷段階となっている。また、前頁に示したように活動拠点を示した山村再生担い手

づくり事例集マップ（仮）の作成が行われた。活動団体の取材内容は、地図上の団体名から

リンクを設け、自由に閲覧できるものとなっている。 



 

 

 

10 

 

1.2 ⼭村ミーティング 

(1) 今年度の活動より分かったこと 
①イベントを実施するにあたっての情報共有・検討事項 

【情報共有】 
◆北海道中川町では第 2回きこり祭りが行われ、目標とされたイベントの情報共有が図られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 回覧された「中川町きこり祭」のポスター 

 
【検討事項】 

◆イベントの計画や実施するための資金の見通しが困難である。 

◆矢作川流域圏は対象範囲が広いことに加え、林業従事者数（団体数）が多すぎるため、募集方法や

情報の集約に困難な点が多い。 

◆林業従事者の中においても、ベテランと若者では価値観が異なることや肉体労働に体力を奪われ、

イベントの計画に充てる時間がない。 

◆林業を生業としない森林ボランティアは、主に楽しく作業をすることや汗をかくことにやり甲斐を

感じる人が多いため、林業従事者との価値観共有が難しい。 

 

②活動の成果 
◆情報共有により、きこり祭りではなく、これに代わる流域のイベントの模索を始めた。例えば、山

村再生担い手づくり事例集に関わった人々でつくる流域（山村）文化祭の実施や山村と漁村の子ど

もたちの交換留学等、山村再生担い手づくり事例集や木づかいといった別のテーマと連携する代替

案が出された。 

◆林業従事者に対象を絞らないイベントを開催する方向で検討が進められた。 

◆豊田足助地区のもみじ祭りを山村ミーティングに活用できないかという意見が挙がった。 

 

(2) 今年度の活動⽅針に対する進捗状況 
 

 

 

 

 

 

 

(3) 今後の課題 
○きこり祭りに代わるイベントの検討 

○山村担い手づくり事例集や木づかい等、他のテーマとの連携強化 

【活動方針案】 

根羽、恵那、豊田、額田で稼働する木の駅と連携しながら、新たに「矢作川きこり祭り（仮

称）」の準備に入る。長老によるベテランの技、I ターンによる若者のパワー、森林ボラン

ティアの心意気を思う存分発揮できる「お祭り」で、流域のきこりが集い、汗を流し、杯を

酌み交わし、語り合う場をつくる。 

≪進捗状況≫  

関係者および WG でイベント開催に向けた課題を検討した。そのうえで、きこり祭りに代

わるイベントを検討している。 
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1.3 森づくりガイドライン 

(1) 今年度の活動より分かったこと 
①情報収集と共有・意見交換 

◆川や海に配慮した木材生産を目指すモデル林の設定に向け、情報収集を行った。 

◆森づくりに関する事例収集のため、中部森林管理局をはじめ流域圏市町村に情報提供を依頼した。 

 

②活動の成果 
◆豊田市では、平成 19 年度に豊田市 100 年の森づくり構想が策定され、間伐推進プロジェクト等の 6

つの事業を行っている。今年度は、策定後 10 年の課題を受けて、新たな森づくりに関する 5事業に

ついて紹介と意見交換が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆岡崎市では、国の水循環基本法（平成 26 年 7 月施行）に先立って、岡崎市水を守り育む条例」が平

成 20 年 4 月に施行されている。その条例の下では水環想像プランが策定されており、その諮問機関

として水循環推進協議会が設置される等、森林の水源涵養機能を評価するうえで、国の先進事例を

学び、意見交換を行った。 

◆矢作川流域圏への近自然森づくりの導入を検討するために、近自然森づくりを実践している「荒山

林業」の視察を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  荒山林業所有林にて説明を受ける部会員      97 年生のカラマツと広葉樹の混交林 

 

ⅰ）地域材加工流通体制整備（中核製材工場の誘致） 

ⅱ）水源かん養機能モニタリング調査（試験林の設定） 

ⅲ）水道水源林間伐促進費補助金 

ⅳ）森づくり構想リニューアルプロジェクト（生物多様性に配慮した森づくり等） 

・人工林現況調査業務、優良事例調査 

ⅴ）とよた森の森林学校開校 10 周年記念イベント 
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◆下表に示す流域の関係団体より間伐面積の推移および森づくりの事例の回答があった。流域市町村

における間伐面積では、2010 年度以降減少がみられ、2014 年度には 2010 年度の半分程度に減少し

た。また、特徴的な森づくり等の事例では、長野県下伊那地方事務所、恵那市、安城市より情報提

供があったが、矢作川流域圏には他にも特徴的な森林と巨木・並木があるものと推察される。そこ

で、WG においても部会員の情報提供を募ることにした。マップ上にこれらの地点を配置すると、矢

作川流域圏の特徴的な巨木・並木は上流域の山間部だけでなく、安城市や西尾市の下流域にも分布

することがわかった。 

 

表 森づくりに関する事例等の提供依頼先一覧 

（敬称略） 

依頼先 

中部森林管理局 森林整備課長 

愛知県 
西三河農林水産事務所長 

豊田加茂農林水産事務所長 

岐阜県 恵那農林事務所長 

長野県 下伊那地方事務所長 

平谷村長 小池 正充 

根羽村長 大久保 憲一 

恵那市長 可知 義明 

豊田市長 太田 稔彦 

岡崎市長 内田 康宏 

西尾市長 榊原 康正 

安城市長 神谷 学 

幸田町長 大須賀 一誠 

碧南市長 禰宜田 政信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 流域市村の間伐実績の推移



 

 

 

 

 

 

 

 
図 矢作川流域圏に特徴的な森林と巨木・並木の所在地

1
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（ 余 白 ） 
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(2) 今年度の活動⽅針に対する進捗状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 今後の課題 
○流域自治体の森づくりに関する最新の進捗把握および自治体への意見発信。 

○流域の森づくり（矢作川流域圏に特徴的な森林等）の集約 

○構築したデータの公表および周知方法の検討 

 

 

 

 

 

【活動方針 1】 

流域圏の森の統計的情報、代表的、特徴的な森や樹木のリストを地図上に示した資料を作

成し、森づくりにおける現状と課題、解決手法を川部会、海部会へ説明し、理解していただ

くための基礎資料とすると同時に、森林所有者、行政、森林組合、市民の情報共有のため活

用していただく。 

≪進捗状況≫ 

森づくりに関する事例等の提供依頼を中部森林管理局、流域県市町村に行い、回答を得た。

代表的な森や樹木の情報については、さらにより多くの箇所を表現するため情報提供を募る

こととした。現在、情報収集と地図上へのプロットがおおよそ終わった状況である。 

【活動方針 2】 

今後、矢作川流域圏の川や海に配慮した木材生産を目指すモデル林、スギ・ヒノキ人工林を

針広混交林や広葉樹へ転換していくモデル林、森林の水源かん養機能を科学的に明らかにす

ることを目指した試験林等について、地域の 4 地区にそれぞれ設定していくことを検討す

る。 

≪進捗状況≫ 

豊田市の森づくりに関する新規事業では、水源かん養機能モニタリング調査が含まれ、来

年度初めには試験林の設定が予定されている。また、岡崎市においては、森林の水源かん養

機能の発揮について再構築することを目的として、「緑のダム部会」が開催されている。こ

れら矢作川流域圏の都市の取り組みが報告され、意見交換が行われた。 

欧州型近自然森づくりに関しては、国内で最も近いと評価された「荒山林業」を有志によ

って視察を行い、矢作川流域圏内への展開について検討した。 
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1.4 ⽊づかいガイドライン 

(1) 今年度の活動より分かったこと 
①木づかいの推進 

◆根羽村森林組合がまとめ役となり、流域圏への木づかい推進を行った。 

 

表 木づかいガイドライン作成の取組み整理表 

区
分 

主 体 者 内    容 

木
づ
か
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

市民 

行政 

業界 

研究者 

「さあ～しよう」提案 

木
づ
か
い
ラ
イ
ブ
・ス
ギ
ダ
ラ
キ
ャ
ラ
バ
ン

根羽村森林組合 

スギダラキャラバンの実施（次頁参照） 

スギダラ天竜支部との連携 

木の魅力と楽しさを「森の民」が伝える 

木製品の受注販売 

木づかい推進の取り組みに対する公的資金による支援(公園等の木づかい推進拠点) 

様
々
な
木
の
あ
る
暮
ら
し
の
ア
イ
テ
ム
提
案

根羽村森林組合 

どこでもシリーズ → 水平展開から垂直展開へ 

動く木のおもちゃ → 木の魅力に釘付け・木の魅力への導き 

流域ものさし → 全国共通アイテム化・私の流域甲子園 

根羽物置 → 手が届く価格・実用的・自由設計・自分で建てられる 

安曇野市 中房温泉 貸切風呂「根羽の湯」  

→ 露天風呂交流・青少年の動機付 

矢
作
川
デ
ィ
ズ
、
木
づ
か
い
市
民
活
動
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
、
流
域
連
携 

あそべるとよたプロジェクト 

流域フェス 

豊田市 

市民 

東幡豆漁業組合と根羽村森林組合 

安城市と根羽村森林組合 

中房温泉と根羽村森林組合 

信州大学等と根羽村・根羽村森林組合 

豊田市製材工場と根羽村森林組合 

流域内工務店と根羽村森林組合 

市民提案・参加型プレイスメイキングによる流域連携の拠点創設 

流域連携イベント → 市民活動に向けたキックオフ 

川会議による流域連携 

私の流域物語・スギダラキャラバンへの参加による木の魅力の気づき 

漁礁及び憩いの浜辺プレイスメイキング(場所の力づくり) 

木材利用指針・公的資金支援・カーボンオフセットを原資とした木づかい推進活動 

愛知県小中学生を対象とした温泉・山岳・森林・木づかいファンづくり 

流域資源活用・持続可能な流域づくりのための流域内知の集積ツアー 

お互いに補完しあう矢作川流域材の生産・流通 

木づかい推進活動と連携した「子供の時から始める木の家づくり物語」 

テーマ性・デザイン性・遊び心満載の二地域居住者向けコンパクト住宅 
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表 木づかいライブ・スギダラキャラバンの実績と予定 
NO イベント名 開催日 場所 備考 

1 ほんわか里山祭り 3/22 
豊田市 

笹戸温泉 
 

2 オールアイシン家族祭り 5/17 
刈谷市 

アイシン高丘工場 
 

3 ワイルドツリーコラボイベント 5/24 
伊那市 

旧市役所広場 
 

4 ＴＡＳＫＩサミット 7/7 根羽村  

5 豊田市Ｔフェイスアウトドアフェスタ 7/18 
豊田市 

Ｔフェイス 
 

6 アイシン夏の陣 7/25 根羽村  

7 安城市デンパーク無料開放デー 7/25 
安城市 

デンパーク 
 

8 わくわくネイチャースクール 7/30.31 根羽村  
9 全国水源サミット 9/4.5.6 根羽村  
10 信州大学農学部カラマツ祭 9/18.19.20 南箕輪村  
11 足助夢里まつり 9～10 月 豊田市  

12 建築総合展 10/1.2.3 
名古屋市 

吹上ホール 
 

13 あそべるとよたプロジェクト 10/19～11/1.2.3
豊田市 

駅前広場 
T-フェイス

14 エコットイベント 10/31 根羽村  
15 豊田市浄水北小木製遊具伐採調達 11/6 豊田市  
16 アイシン秋の陣 11/7 根羽村  

17 メッセナゴヤ 2015 11/4.5.6.7 
名古屋市 

メッセナゴヤ 

 

18 飯田合庁木づかい推進フェア 11/16～20 飯田市 
 

19 とよた森林学校 杉の魅力に迫る 2/28（予定） 根羽村 
 

20 ほんわか里山交流まつり 3/20（予定） 豊田市 
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②活動の成果 

＜様々な木のある暮らしのアイテム提案＞ 

◆動く木のおもちゃを WG で体験するとともに、興味を引くアイテムを選抜した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 動くおもちゃを体験し評価を行う部会員 

 

◆安城市や豊田市の木づかい推進においては、動く木のおもちゃが高く評価され、安城市ではカーボ

ンオフセットの活用した市内全域への拡大が予定されている。また、豊田市では殺風景な空間にプ

レイスメイキングを行うことで集客力が大幅にアップすることがわかり、WG において周知された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 「動く木のおもちゃと木のある暮らしのアイテム展（安城市デンパーク無料開放デー）」の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 プレイスメイキングの効果（豊田市あそべるとよたプロジェクト） 
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◆流域ものさしの作成においては、WGの中より木材の提供の申し出があったほか、用いる樹種につい

ての意見交換が行われた。また、製作に関しては、山村再生担い手づくり事例集で取材を行ったフ

ァーストハンド等に依頼する等、山村再生担い手づくり事例集の取材で築かれた人脈を活用する意

見が出された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 流域ものさしの試作品 

 

◆どこでもシリーズに代表される「根羽物置」においては、一般市民に好評であったことが周知され、

販売後のアフターケアの重要性が話し合われた。 

◆中房温泉に建設された根羽スギによる温泉施設は、有志による見学会が実施され、流域材の活用事

例を学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

図 根羽スギを用いて造られた根羽物置（左）と家族風呂（右） 

 

＜矢作川ディス・木づかい市民活動・フェアトレード・流域連携＞ 

◆根羽村では、小学生が源流から河口まで自転車で走破したことが周知された。WG では、下流の小学

生を対象に流域を自転車で下るイベントを実施してみたいという意見が出た。また、山村再生担い

手づくり事例集の取材先に協力を得てはどうかとの意見もあがった。次年度以降の WG において部会

員が試験的に体験し、その後、本格的な実施に向けた検討を行う予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 矢作川を走破した小学生の発表資料 
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(2) 今年度の活動⽅針に対する進捗状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 今後の課題 
○山村再生担い手づくり事例集、山村ミーティングとの連携強化 

○WG における展開方法、役割分担の検討 

 

 

 

 

 

 

 

【活動方針 1】 

平成 26 年度に作成した提案型「木づかいガイドライン さあ～しよう」の原案を基本に、

各提案項目について提案が可能なものから順次提案者へ原稿を依頼して作成業務を行う。 

【活動方針 2】 

「木づかいガイドライン」は、こうした方法で順次提案者に作成依頼を図りながら、その内

容を増やしていく。 

【活動方針 3】 

  並行して開催する「木づかいライブ・スギダラキャラバン」は、「木づかい」推進のリー

ダー役を務める根羽村森林組合が、里山市民グループ・地元工務店、地域の団体等と連携し

ながら、地域内のイベントとジョイントを図り、地域に活力を生み出す元気な人の輪を育成

する。 

【活動方針 4】 

 「木づかいライブ・スギダラキャラバン」の開催を通して、「森づくりガイドライン・木づ

かいガイドライン」等の森づくりと木づかい情報を発信して、矢作川流域の森林資源・木づ

かい推進活動を紹介しながら、森や木づかいのファンを増やしていく。 

【活動方針 5】 

同時に、木育アイテムや「どこでもシリーズ」等スギダラ商品の開発を図りながら、矢作

の流域材を活用した楽しい「木のある暮らし」を広く市民に提供して、その普及と定着を図

る。 

【活動方針 6】 

こうした楽しい「木のある暮らし」の普及を基本として、市民自らのアイデアと行動身近

なあらゆる生活空間をスギダラケにする市民活動を生み出し、「人生を楽しみ愛する家族と

共に幸せに暮らす。森や木とそれぞれを育む矢作川の流れと共に生きるライススタイル 矢

作川ディズ」を確立する。 

≪進捗状況≫ 

根羽村森林組合がまとめ役となって、情報収集を進めている。木づかいライブ・スギダラ

キャラバンについては、名古屋市・安城市・豊田市において情報を発信した。名古屋市では

メッセナゴヤ 2015 において、どこでもシリーズ「根羽物置」の展示を行い、購入希望者が

出る等、木づかい推進に取り組んだ。安城市や豊田市においては「動く木のおもちゃ」を市

民に実体験してもらい、流域材を使った遊び場を提供した。特に、「あそべるとよた DAYS」

においては、木づかいによるプレイスメイキングを行うことで集客力アップが実証された。

現在、流域ものさしの作成に向けた、木材の確保およびデザイン・製作手法について検討

を行っている。 
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4. ⼭部会 3 ヶ年（平成 25 年度〜平成 27 年度）の活動成果と課題

○平成25年度の活動成果 
 

 

・山村で活動する団体への取材を行うことができた。 

・事例集（Ⅰ）としてのとりまとめが実施できた。 

・取材メンバーとして、川・海の一部のメンバーの参加 

がみられ連携のきっかけ作りを行うことができた。 

 
 

・年度内でのWG化はせず、関連する他団体の活動などがあった場合には情報共有を行った。 

 

 

・森づくりガイドラインをよりよく理解するための「矢作川流域圏の森づくり」が行われ、メンバー間で

の情報共有を行うことができた。 

 

 

・木づかいガイドラインの作成目的について共有化し、 

メンバーそれぞれにとっての木への想いについて意見 

交換ができた。 

・作成に向けてWGの場でブレーンストーミングを行い、 

活発な意見交換ができた。 

 

○平成 26年度の活動成果 
 

 

・取材先として、川・海の団体を選定し、流域圏一体化に向けたきっかけ作りを行うことができた。 

・「山村再生担い手づくり事例集の対象を増やしながら、川部会・海部会とも連携しながら作成する」と

いう年度初めの目標に沿って、編集が行われた。 

・前年度に続き、山村再生担い手づくり事例集(Ⅱ)を作成し、成果とした。 

 
 

・WGにおいて、関連する他団体の活動等に関する情報共有を行った。 

・「各地域で実施されている活動と連携しながらできるところから進めていく」という年度初めの目標に

対し、持ち回りで行われる山部会の会議に地元団体が出席した。 

 
 

・流域圏として統一性のある森林管理を行うためのガイ 

ドラインの作成が始まった。 

・流域圏を構成する自治体から特徴的な森づくりに関する 

情報収集(現地調査含む)を山部会WGで行った。 

 
 

・「矢作川の森の恵みが中下流・海まで届くガイドラインを 

作る」という目標に対し、木づかいガイドラインの骨子を 

示し、部会内で意見交換を行った。 

・市民・行政・学識者から見た木づかいの推進策をまとめた 

木づかいガイドライン(案)について意見交換を行い、とりま 

とめた。 

山村再生担い手づくり事例集 

山村ミーティング 

森づくりガイドライン 

木づかいガイドライン 

ブレーンストーミングの様子 

取材先へのヒアリング風景 

森づくりに関する情報収集（現地調査）

木づかい推進の取組みの見学

山村再生担い手づくり事例集 

山村ミーティング 

森づくりガイドライン 

木づかいガイドライン 
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○平成 27年度の活動成果 
 

 

・山村再生担い手づくり事例集は、3ヶ年で計 64 活動団体を取材し、 

各年の成果をそれぞれ事例集Ⅰ,Ⅱ,Ⅲとして出版した。 

・山・川・海の部会の枠を越えた連携により、取材・編集が行われた。 

・過去の取材者が取材される立場になったり、取材者と取材先が新た 

 なイベントを開催したり、新たな人間関係が生まれた。 

・大学の講義（体験実習）に山村再生担い手づくり事例集が活用された。 

 
 

・北海道中川町でのきこり祭りのような他地域でのイベントの成功事例が周知された。 

・矢作川流域圏の規模が大きいこと、雇用主と被用者および林業従事者とボランティアの価値観が異なる

こと、といった理由から、きこりに絞ったイベントの開催は難しいという認識を共有した。 

・山村再生担い手づくり事例集や木づかいと連携したイベントの開催は可能である。 

・豊田足助地区のもみじ祭りを山村ミーティングに活用できないかという意見が挙がった。 

 
 

・流域の県・市村から森づくりの事例および間伐面積の情報収集（現地視察含む）を行い、現状と課題を

明らかにした。 

・流域の特徴的な森林と巨木・並木について、WGで意見交換を実施し、選定作業を行った。所在地につい

ては、マップに表示し見える化を進めた。 

・豊田市の森づくりに関する新規事業では、今後、水源かん養機能に関わる試験林の設定が予定されてい

る。また岡崎市においては、国の法律（水循環基本法）に先立って条例（水を守り育む条例）が制定さ

れ、水循環推進協議会に対する「緑のダム部会」が設置された。これらの動きは、いずれも国をリード

する取組みであり、WGとして意見を発信していくべきであることが周知された。 

・モデル林となる森林（アライダシ自然観察教育林、荒山林業等）を見学した。 

 
 

・根羽村森林組合による木づかいライブ・スギダラキャラバンを展開した。 

・流域ものさしの作成においては、WGで製作方法を協議し、木材の入手方法を検討した。 

・カーボンオフセットを活用した木づかいの推進、プレイスメイキングによる集客力の向上について 

 WGで周知された。 

山村再生担い手づくり事例集 

山村ミーティング 

森づくりガイドライン 

木づかいガイドライン 

○今後の課題 
 

 

・事例集の活用や市民への普及 

・事例集の効果の検証 

 

 

・きこり祭りに代わるイベントの検討（例 流域フェスティバルや流域（山村）文化祭（仮称）） 

・森林組合や流域の担い手との繋がり強化 

 

 

・流域自治体の森づくりに関する最新情報および自治体への意見発信。 

・流域の森づくり（特徴的な森林等）の集約 

・構築したデータの公表および周知方法の検討 

 

 

・山村再生担い手づくり事例集、山村ミーティングとの連携強化 

・WGにおける展開方法、役割分担の検討 

山村再生担い手づくり事例集 

山村ミーティング 

森づくりガイドライン 

木づかいガイドライン 

データの構築（マップ作成）
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今後の山部会の活動方針 

1. 懇談会の⽬的と運営⽅針について 

1.1 懇談会の⽬的 
 

 

1.2 懇談会の運営⽅針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 部会の今後の 3 ヶ年の⽬標（案） 
活動にあたっては、「矢作川水系河川整備計画」に基づき、調和のとれた矢作川流域圏の実現に向け、

学識者、関係団体、関係行政機関がそれぞれの役割について認識を持ち、互いに連携して諸課題の解決

に取り組むこととする。 

今年度の活動における課題や意見から、今後 3ケ年の目標（案）を以下とする。 

 

 

 

 

 

 

●WG の中で山村再生担い手づくり事例集について、より PR 力のあるものにする 

●山村ミーティングや木づかいガイドライン等と WG の中で山村再生担い手づくり事例集によって築かれ

た人間関係とを連携させて、流域が関わるイベントを実施する 

●WG の中で森づくりガイドラインについて、矢作川や水源かん養機能に配慮した森づくりの理念と具体

的な方策を発信する 

●WG の中で木づかいガイドラインの策定を行い、流域における水平展開を山部会構成メンバーで実行

する 

●矢作川流域圏に関係する各組織のネットワーク化を図る 

●流域圏一体化の取り組み及び矢作川の河川整備に関わる情報共有・意見交換を図る 

●懇談会は、3年に 1サイクルで総括を行いながら運営 

●来年度からは、3サイクル目の「課題解決に向けた取り組み実行（実証）」へシフト 

９
年
後
以
降
も
継
続
的
に
実
施 
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3. テーマ別の活動⽬標（案） 

3.1 ⼭村再⽣担い⼿づくり事例集 
 

 

 

 

 

 

3.2 ⼭村ミーティング 
 

 

 

 

 

 

3.3 森づくりガイドライン 
 

 

 

 

 

3.4 ⽊づかいガイドライン 
 

 

 

 

 

 

○ H25～H27 までの 3 ヶ年の成果をホームページ掲載するとともに、PR力のある山村再生担い手づくり事例

集とする。これまでに、取材で構築された人間関係を活用したイベントの開催を計画する 

○ イベントの実施（山村ミーティング、木づかいガイドライン等、他のテーマとの連携） 

 

○ 9 年間の総括（イベントの 10 年目以降の継続の検討） 

○ 新たなイベントの計画、試行 

 

○ イベントの実施（山村再生担い手づくり事例集、木づかいガイドライン等、他のテーマとの連携） 

 

○ 9 年間の総括（イベントの 10 年目以降の継続の検討） 

○ 岡崎市、豊田市における森づくりの動きについて、WG として把握し、情報共有と意見交換を行う。 

 

○ 岡崎市と豊田市で、共通理解となった水源かん養機能や矢作川に配慮した森づくりの理念と具体的な方

策をとりまとめる 

○ 9 年間の総括（矢作川流域圏として、統一性のある森づくりガイドラインの発信） 

○ 木づかいライブ・スギダラキャラバンの活動を継続するとともに、実績を整理する。 

 

○ 木づかいを推進した安城市、豊田市、岡崎市、恵那市等の実績をパッケージ化（＝矢作川の森の恵みが

中下流・海まで届くガイドラインの作成）する。 

○ 9 年間の総括（パッケージを流域の市町村に水平展開する） 


